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返事は 0.2 秒 
 
１．教育を考える一言 
何も考えなくてもいい、全部受け入れろ。人は頼まれごとをしたときに損得を考える習慣があ
る。自分にとって得になることならばやりましょう。損なことならばなんとか回避しましょうと
考える。その考える間が２～３秒ある。でもね人と人との人間関係を作っていくには損な事ほど
受け入れるべきだ。頼まれごとをしたときに 0.2 秒で YES と言ってしまえ。この人と決めた人な
らあなたに対して NO はない。そして心の中でこうつぶやく。「あなたの予想うわまりまっせ」。
予想を上回る速さで、予想を上回る出来で頼まれごとを引き受けていこう。相手をいかに喜ばせ
るか。びっくりさせられるか。人間関係のパイプを太くするには返事 0.2 秒にかかっている。損
得じゃない人間力が大事なんだ。熱く生きよう。 
 
２．背景 
袖すり合うも他生の縁＝道で見知らぬ人と袖がちょっと触れ合うようなささいなできごとでも、
それは単なる偶然ではなくてすべて前世からの因縁によるもの。だから、どんなささやかな出会
いもたいせつにせよということ。私自身が寺の生まれということもあり、父からこの言葉を聞か
されて育ちました。一般家庭の子供に比べて多くの人間に接する中で「縁」という言葉は自分に
とって特別なものでした。しかし「縁」を意味のあるものにし、「縁」を太いものにする方法がわ
からず、割符の半分だけを持って漠然と教員人生を送っていました。そして出会ったのが「返事
は 0.2 秒」という言葉です。これは参加した起業家のための講演会『出会いを生かせば道は開け
る』で有限会社クロフネカンパニー代表取締役中村文昭（なかむら・ふみあき）さんから頂いた
言葉です。自分に雷が落ちるほどの衝撃があったのを今でも覚えています。割符のもう半分を見
つけた瞬間でした。この言葉で教員人生の方向性が定まりました。 
 
３．考察 
教員に求められる「人間力」とは仕事処理能力・体力・精神力+同僚の信頼+生徒の信頼だと私
は考えています。その「人間力」をアップさせるのにこの「返事は 0.2 秒」は有効です。私はと
りあえず実行してみました。①「和田君、この仕事・・・」というタイミングで「任せてくださ
い。」と言う。→②予想以上の仕事が舞い込む。（自分の容量を超えていると思われる仕事に後
悔）→③いざ取りかかってみる。（頭フル回転）→④思った以上に仕事をこなしていける自分を
発見。（うれしくなる）→⑤もっと仕事をもらってみようと考える。（少しマゾの気が生じる）
→①に戻る。このサイクルを繰り返すことで自分は「人間力」をアップできたと感じています。
公立学校ではすべての教員が高いモチベーションを持っているわけではなく、必要最小限の業務
のみこなし定時で帰る教員、他の教員に割り振って済ます術に長けている教員も少なくありませ
ん。20 代の頃はそんな先輩教員に少なからず抵抗がありました。この言葉はその抵抗感をを払拭
してくれます。結論は以下の通りです。①人は自分を過小評価しがちである。②思った以上に人
はできる。③断る理由を考える方が時間のロスが大きい。今後の人生も「縁」を大事に「返事は
0.2 秒」を守って大事に生きていけたら素敵ですね。  
